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• テレビ層・非テレビ層を問わず、拡大する情報空間に対する課題認識は幅広く、ＮＨＫへの期待も高い
• フェイクニュースやプライバシーの漏洩といった課題に対する問題意識は、「全体」の７割

ネットに慣れているであろう「非テレビ層」であっても、６割が同じ問題意識を持っている
• そのような課題に対応するために、ＮＨＫが報道等の分野を強化し提供していくことに、「全体」の７割、「非テレビ層」の５５％が賛成している

33

出所：ＮＨＫ調査 （２０２２年１０月 全国１５－７９歳男女、インターネット調査、N＝２４６３

非テレビ層； 平日と休日のテレビ視聴時間が両方とも1時間程度以下の層

「１．安全・安心を支える」の中の「国際情勢や地域環境の変化を踏まえ、信頼できる情報の

担い手として、健全な情報空間の維持に貢献します。」に関連してお伺いします。

インターネット上において、新型コロナウイルスワクチンに関するデマやフェイクニュース、

極端な説を強調する記事、対立を煽る投稿、世界での紛争を偏った視点で伝えるネット記

事等、不確かで曖昧な情報が増えているなどという課題に対処するために、

ＮＨＫが、報道分野や、災害・科学・軍事・国際分野等の社会が要請する分野を大幅に強化

し、放送やインターネットで提供していくべきだという意見があります。
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Q.あなたは、このような意見に対してどのように思いますか。
（ひとつだけ）【必須】

プライバシーの漏洩
（インターネット上に個人情報を

勝手に掲載されたりする）

フェイクニュース
（話題性の高い、虚偽の情報で作られた

ニュースや投稿が広まる）

誤情報や不確かな情報の拡散
（真偽が確かめられないまま、情報が広まる）

パーソナライズ機能
（趣味嗜好にあった情報をすぐに得られるように、

あなたの個人情報が利用されている）

社会にとって重要な情報の埋没
（多種多様な情報の中に必要な情報が埋もれてしまって、

見つけづらくなる）

フィルターバブル
（閲覧履歴などに基づいて趣味嗜好にあった情報が

多く表示されることで、
情報に偏りが生じる）

世論（世の中全体の意見）形成・把握の困難化
（多種多様な意見を把握できる一方で、

世間で話題となっている政治的・社会的問題に対する
全体の賛否が把握しづらくなる）

デジタルデバイド
（スキルや経済的な状況により、

インターネットなどに溢れる情報を
手に入れたり活用したりできない人がいる）

価値観の多様化・細分化
（多種多様な情報を入手することにより、

社会に対する考え方の細かな違いに目が行ってしまう）
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１つ以上問題視
全体：6９.7％
非テレビ層：6１.６％

１．情報空間の課題に対する人々の認識



• 新聞、民放、ＮＨＫという伝統メディアに対する「信頼」は、利用者の７割以上の水準にある
• さらに、伝統メディアが情報空間に良い影響を及ぼすことへの「期待」も、全体の８割、

主にネットを利用している人でも７５％と高い水準にある

4出所：公共放送ワーキンググループ（第2回）「公共放送」に関するWEBアンケート調査結果
（強調はＮＨＫ追加）

出所：デジタル時代における放送制度の在り方に関する検討会（第2回）

１．情報空間の課題に対する人々の認識
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• 伝統メディア、公共放送が対応してきたものであり、非テレビ層に向けてのサービスには一定の期待・評価が確認さ
れている（社会実証）

• 新聞、民放、ＮＨＫという伝統メディアに対する期待、信頼は、ネットヘビー層でも大きく、これを維持して情報空
間の課題に対処していくことが、視聴者・国民に大前提として求められている

• この二つの「期待」について、これまで培ってきた、ＮＨＫと民放の「二元体制」で、相互補完し切磋琢磨すること
で民主主義の発達に寄与していく

「信頼できる多元性確保」への期待

新聞、民放、ＮＨＫという伝統メディアに対する
期待、信頼は、ネットヘビー層でも大きい

「情報空間の参照点」への期待
（社会において信頼できる基本的情報の提供）

テレビ層・非テレビ層を問わず、
拡大する情報空間に対する課題認識は幅広い

２．情報空間の変化とＮＨＫ、伝統メディアへの期待



エコーチェンバー図
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フィルター
バブル

フェイク
ニュース

インターネットを含む情報空間

拡大

拡大
拡大

拡大

エコー
チェンバー

新聞民放ＮＨＫ

伝統メディア

インフォメーションヘルスの確保が必要

ネットのみ
利用（TVなし）

• 情報空間が拡大する中、国民の「知る自由」を保障し、「社会

の基本情報」の共有や多様な価値観に対する相互理解の促進と

いった社会基盤としての役割を果たすことで、健全な民主主義

の発達に貢献し、情報空間全体におけるインフォメーション・

ヘルス（情報的健康）を確保することが必要になっている。

• これまで、国民の「知る権利」を保障し、「社会の基本情報」

の共有等の役割を果たしてきた伝統メディア（ＮＨＫ、民放、

新聞）が、インターネットを含む情報空間全体の健全化等の観

点から、何ができるか、何をすべきかが問われている。

２.情報空間の変化とＮＨＫ、伝統メディアへの期待

「情報空間の参照点」の提供
（社会において信頼できる基本的情報の提供）

「質」「量」ともに充実した、世界に通用する
ニュース・コンテンツの提供という“原点回帰”

（そのために、取材力・制作力を“純化”）
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３．“プラットフォーム”としてのＮＨＫ

切磋琢磨することで質を高めていく「多元性確保」へ
どのように具体的に貢献すべきか

➡“プラットフォーム”として、協働・協創するＮＨＫの役割

①厳しくなる経営環境下、より効率的な地上放送ネットワークの構築に寄与する役割

②“コンテンツ創造”を支える役割（衛星プラットフォーム）
 様々な作り手とともに多元性に貢献
 より効率的な伝送に貢献

③地域コンテンツ等を情報空間に展開する役割

④日本の視座を世界に伝える役割



• ＮＨＫが、多元性の確保のために以下のような業務に取り組むことに対して、国民の約６～７割が賛成している
• 放送ネットワークを、ＮＨＫが民放と協力しながら効率的に維持・管理することに約６４％が賛成
• ＮＨＫが日本のコンテンツ産業を後押しすることに、約６４％が賛成
• ＮＨＫが中心となり、放送とインターネット両方に対応できるようなソフトウェア開発等を進めていくことに約６８％が賛成

8

（参考） 情報空間全体の多元性確保への貢献への期待

「３．あまねく伝える」の中の「二元体制の持続可能性を高め、あらゆ

る地域へ放送の価値を届け続けます。」に関連してお伺いします。

日本の人口減少の加速や、大雨、地震等の自然災害の増加により、放

送事業者が日本全国各地の人々に向けて放送ネットワークを維持す

ることが困難になり、ＮＨＫと民放の二元体制の下で提供されてきた

社会にとって必要とされる基本的な情報※が、地域に住む人々に届

けられにくくなるという課題に対して放送事業者が単独で対応して

いくには限界があり、業界全体で対応していく方が効率的です。そこ

で、今は各社バラバラに対応していることが多い放送のネットワーク

（鉄塔等）を、今後ＮＨＫが中心となって民放と協力を進めながら、効

率的に維持・管理して行くべきだという意見があります。

※全国向けの情報だけでなく、地域社会の課題・自治体や選挙の情

報・生活情報等

「１．安全・安心を支える」の中の「国際情勢や地域環境の変化を踏ま

え、信頼できる情報の担い手として、健全な情報空間の維持に貢献し

ます。」に関連してお伺いします。

海外の事業者が多くの世界の視聴者に見てもらうことを優先するこ

とで、一見日本風ではあるものの、日本人視点で見ると違和感のあ

るコンテンツのみが広まり、日本の文化・社会等を題材とした日本ら

しいコンテンツがなくなるという課題に対処するために、ＮＨＫが、業

界全体の制作力向上支援や日本コンテンツへの投資促進支援等を通

じて、日本のコンテンツ産業を後押ししていくべきだという意見があ

ります。

「１．安全・安心を支える」の中の「国際情勢や地域環境の変化を踏ま

え、信頼できる情報の担い手として、健全な情報空間の維持に貢献し

ます。」に関連してお伺いします。

欧米を中心とした海外の放送局では、放送と同時にインターネットに

コンテンツを提供していくことが標準になっています。

日本としても同様に対応していくために、ＮＨＫが中心となり放送と

インターネット両方に対応できるようなソフトウェア開発等を進めて

行くべきだという意見があります。

Q.あなたは、このような意見に対してどのように思いますか。（ひとつだけ）【必須】
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である
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どちらかというと
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反対
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64.3%
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どちらかというと

賛成である
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反対である 反対である

64.0%

出所:ＮＨＫ調査 （２０２２年１０月 全国１５－７９歳男女、インターネット調査、N＝２４６３)



• 持続可能性のある二元体制の維持・強化に向け、放送ネットワークの最適化について、民放と連携を深めて推進していきたい
• 個々の事業者の判断の尊重を前提に、適切な情報交換、勉強会等の実施から開始していきたい

①より効率的な地上放送ネットワークの構築に寄与する役割

9

出所：デジタル時代における放送制度の在り方に関する検討会（第２回）（NHK提出資料）



• 修正経営計画において、コンテンツ産業の信頼性向上、コンテンツ業界の人材育成などに取り組むことを明記
• 衛星波の整理・削減後も、衛星放送全体で外部制作事業者との連携を維持・強化

出所：放送コンテンツの制作・流通の促進に関するWG（第５回）（NHK資料）

②コンテンツ創造を支える役割（衛星プラットフォーム）
～様々な作り手との協働
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• 協働の例

• このほか、地域民放ほか、コンクールを受賞した番組を紹介する「ベストテレビ」等を放送。

出所：放送コンテンツの制作・流通の促進に関するWG（第５回）（NHK資料）

②コンテンツ創造を支える役割（衛星プラットフォーム）
～様々な作り手との協働

11



• 衛星放送においても、地上放送同様の環境変化（「安定運用とインフラコストの合理化の両立」が必須に）
• 環境変化に的確に対応し、ステークホルダーの意向も踏まえ、信頼性を確保しつつ、運用面・経済性で、より合理的・効率

的になるよう、検討を進めていくことが重要と認識

出所：デジタル時代における放送制度の在り方に関する検討会（第18回）（赤枠はNHK追記）
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②コンテンツ創造を支える役割（衛星プラットフォーム）
～より効率的な伝送



• 「地域の人々に社会にとって必要な情報が届けられなくなること」「地域の情報の担い手が減少すること」に対して
約７５％が問題と感じている。その問題意識は、ネットヘビー層の方が高い

• ＮＨＫのインターネットへの取り組みの基本は、『放送と同様の効用・価値』を届けること

③地域コンテンツ等を情報空間に展開する役割
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出所：公共放送ワーキンググループ（第３回）（第８回）ＮＨＫ提出資料



• 「日本の情報を世界に伝えること」を重要視している人における、ＮＨＫの「インターネット活用」への期待度は
約６割で増加傾向あり、インターネットの活用を通じた国際発信への期待は徐々に高まっているといえるのではないか

• 海外のコンテンツプロバイダーは、現地の環境に合わせてネット展開を促進しており、同種の適応（そのための協働・
協創等）が重要ではないか

出所：公共放送ワーキンググループ（第８回）ＮＨＫ提出資料
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④日本の視座を世界に伝える役割



• 他方、「日本の視座を世界に」はあくまで世界に通用するコンテンツから
• 下記、Global Agendaほか、取材力・制作力を“純化”“原点回帰”をめざす

15

④日本の視座を世界に伝える役割



• 国内外で、情報空間全体の多元性確保等に資する、新聞、民放、公共放送という伝統メディアによる協力体制が
築かれはじめている。このようなさまざまな取り組みに、積極的に貢献していきたい

４．今後に向けて～多元性確保へのさらなる貢献

ニュースコンテンツの“対価”を得る法的枠組み
確立へ協力・貢献（オーストラリア等）

（参考）オリジネーター・プロファイル技術
（最新技術により情報空間の信頼性向上へ）

トラステッド・ニュース・イニシアティブ
への参加

（さまざまな事象・事例イメージ）

• 有害な偽情報・誤情報に関する知見や対策方法を共有する
国際的なメディアネットワーク

• BBCやワシントン・ポストなど欧米の主要メディアや、
大手ITプラットフォーム企業が連携し、2019年に開始

• NHKは2022年から参加している

• いわゆる大手ITプラットフォーム企業を対象に、新聞、民放
、公共放送などの報道機関への正当な対価の支払いなどを
義務付ける規律を策定

• メディア環境の激変の中で、情報空間の課題に伝統メディア
が共闘して対応した

➡情報空間全体の信頼性、透明性を高めていく技術開発に
ついては、ぜひ積極的に貢献していきたい

出典：
https://www.bbc.co.uk/beyondfakenews/trusted-
news-initiative/about-us/

出典： https://www.accc.gov.au/by-industry/digital-
platforms-and-services/news-media-bargaining-
code/news-media-bargaining-code

出所：デジタル時代における放送制度の在り方に関する検討会（第18回）

「Originator Profile概要説明資料」
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（参考）修正経営計画の重点事項：

“安全・安心”と“あまねく”の追求
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（参考） 修正経営計画
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出典：「ＮＨＫ経営計画（２０２１－２０２３）の修正について」より



（参考）
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• 日本産コンテンツのシェアは、国内外において低下傾向にある

出所：放送コンテンツの制作・流通の促進に関するワーキンググループ（第6回）（事務局資料）

（参考）日本発の映像コンテンツの存在感の低下
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